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第 15回ミニ HOHOのご案内

第32回国際会議の報告

APチームの紹介

学校訪問記

第32回 IC国際長議開催（2009年 6月5～γ日）

パネルディスカッション 「私のリーダーシップ」

上記テーマで、様々な分野の方々から、それぞれの立場での

お話を伺う乙とが出来ました。

＠佐谷 ｜窪一氏 生まれは横須賀市で、東芝で40年間お世話

になりました。そのうち半分 20年聞を労働組合の専従として

定年まで仕えました。1982年に労使と初めてスイスのコーに

行き、当時はタバコをすっていたのですが、コーでは禁酒禁

煙との乙とで、 MRAのおかげでタバコをやめるととができま

した。

当時東芝ではストライキが盛んでした。労使の関係は悪く、

徹底した話し合いをしようと、共にコーへ参りました。組織

の中に 40年いた者として、リーダーとは決断と実行だと思い

ます。南極越冬隊の隊長だった方のことばですが、「石橋を叩

いては渡れない」失敗を恐れずに渡るべきだ、という乙とです。

入会案内・編集後記他

く第 15 回ミ二 HOH0-1~，を育てる． ネットワーク－開催のご案内〉

信頼と思いやりを取り戻すために、変革への一歩を踏み出す勇気を持とう、と言う目的の

ために約60名の参加者が集い、 14歳～84歳まで又インド、ヴ、工卜ナム、韓国、コンゴ、

ケ二ア等からの青年たちを迎え、人種、宗教の違いを乗リ越えて、お互いの心を聞いて語り

合い、次への一歩を踏み出す機会となった。

東芝時代ですが、研修は毎回つまらないものでした。そ乙で私が長になったときに、これ

を一新しました。共に体を動かし、共に意見を交換し合う、つまり講義型から参加型に変

えたのが、今も受け継がれています。変えようと思ったら、すぐ行動する乙と乙そがリーダー

シップだと思っていますO 現在はカンボジアで学校を作ろうという活動をしております。

．下川 朱美氏 大分県出身です。大学病院に約 8年間勤めました。夫の仕事の関係で、

各地を転勤してまいりまして、現在は久留米市で看護マネジャーをしております。職場で沖ム

心を聞いて、人の声に耳を傾けると、自然に他の人の人生が心に入ってきま

す。自分の人生を語ることにより、自分を整理し、前に向かうことができる

でしょう。 牛ーきる力の源となる心を育て、育て合う場が、ミニ HOHOです。

日時： 2009年 10月 10日（土）～ 11日（日）

また、インドの｜（；本部パンチガ一二で研修を受けた4人の女性たちが静かな時聞をリード

して、自らの体験を語り、歌やス

何よりも大切なととは、相手の話をよく聞くととです。 ．， 

老老介護で悩んでいる方が多くいらっしゃいます。その際に、ちょっと一言かけてさしあ

げる乙とを心がけています。仕事柄、褒められるととよりも叱られるととのほうが多く、

人間関係がどうもギクシャクしてしまいます。そこで思う乙とは、良いことがあれば褒め

ることが大切なのではないかと考えて、それを心がけています。職場では F’ほめ力一ド”と

いうものを自分で、作って渡すようにしています。とのように感謝の気持ちをきちんと相手

会場 ： 天城ホームステッド（日本IBMエグゼクティブ研修センター）

自然豊かな場所で、日頃の疲れを心身ともに癒し新たに出発するパワー老

蓄える旅に出かけてみませんか。お申込・お問合せは、（社）国際IC日本協

会事務局まで。

講演 「私のリーダーシップJ

矢野弘典

中日本高速道路倣）取締役会長

（制国際 IC日本協会会長

且・孫が4人おりますが、子供に通用する乙とを会社もやらなくてはいけ

アぶして子供に言うことと同じことが会社にとっても重要になってくるのです。

つまり、約束を守ろうとか、弱いものいじめをしてはいけないなどということです。

2009年第32回イニシアティフeス・オブ・チェンジ（
The 32nd Initiatives of Change(lofC)lnternatic,nal C。
ー人ひとりのリーダー汐ヲ齢i世界を蜜える － ）』／

“Leadership Taken bla・IIOne or Us Om  Chan~ 
Livinll温afherin the World, Yo』 andl 

企基調講演を行う矢野会長

従業員を大切にするとと、そして従業員から会社が信頼されるととが大切です。東芝時代の話ですが、 1991年コロンビアで大使館襲撃ゲリラ事件が

起とりました。東芝の社員も 2名誘拐されてしまいました。当時 50代と 20代の社員が拘束されてしまいましたが、最終的には無事開放され、犠牲者

が出ずに済みました。若い社員のほうは隙を見て逃げ出そうと思っていたようです。しかし 50代の男性社員は、逃げてもすぐ見つかつて捕まってしま

うと思い、逃げないで待ち続けた判断が結果として無事解放につながったのでした。解放後、年配の社員が語った言葉が今でも忘れられません。彼は「た

だひたすら会社を信じて待ちました」と語ってくれました。社員と会社の鮮が如何に深いか、会社が如何に信頼されているかをとのひと言が吻語ってい

たと思います。

私の今の会社 NEX仁O中日本でも「良い会社で強い会社」という経営理念を掲げて、実現に向けて頑張っております。良くなければ信頼されない、強

くなければ誰もついてとない。

道路公団が民営化した当時、社内の皆が自身を失くしていました。ある社員は、妻が買い物に出かけても肩身が狭く、子供は学校であの道路公団の家

の子だと虐められていると話しました。それを聞いて私は、乙れは根本的に社内を変えていかなければと決意しました。社員は家族と一緒だと思ってい

ます。だから経営理念の中に「良い会社」という言葉を入れました。

東芝時代、当時社長が地方の工場を回ることがありました。工場長は、土光さんが来るというので、工場内の見える部分はすべてピカピ力にして到着を

待っていましたところ、土光さんは着眼点が違います。来るなり、「奥の扉を開けろ」と命じまして、開けると汚い道具やら何やらがどさっと出てきて、

すぐににわか掃除がバレてしまった。その情報は全国の東芝の工場にすぐに行き渡り、その日から全国の工場中が本当の意味でピ力ピ力になりました。

各地の工場長は社長がいつ来てもいいように、工場内を常にきれいにして待ち構えているようになりましたが、そうなると土光さんは工場を回らなくな

りました。土光さんのほうがはるかに上手（うわて）だったんですね。

キットで会議を盛り上げた。

に伝えることが大切だと思いますし、実践しています0

．高柳静江氏 愛知県出身です。27年前、山崎房一

先生の考え方に出会いました。当時私は息子の教育の

ことで大変悩み、息子をがみがみ叱ってばかりいまし

た。先生の考え方は、がみがみ叱つてはダメだ。親の

見栄や世間休で、叱つてはダメだ。ただ私が変ると息子

が変わり、すると夫が変わり…という乙とを目の当た

りにし、これは本物だなと思いました。家庭が人間関

係の原点、です。私は以前、家庭の中心は、つまりリー

ダーはお父さんだと信じていました。しかし夫はモよし

に向いていないというととに次第に気づいて参り．，

た。そ乙で私、つまりお母さんがリーダーシップをと

ろうと考えました。一般に、お父さんは家庭が自分の
企パネjレディス力ッションの風景

中の一部でしかないですが、お母さんは家庭がすべてな

んですね。その乙とに私は後々気づきました。お母さんが心配で、いると、子供たちはお母さんの顔色を見て、迷ってし

まいます。やはり女性のリーダーシップが大切のように思います。

＠中山 啓介氏 播州赤穂、赤穂浪士で有名な地で生まれました。大阪で大学生のときに MRA/ICに出会いました。｜仁

との関わりでの大きなととは、私自身が大きなチ工ンジを体験したととでした。その後静岡にある日米の合弁会社で社

会の実践の中で、｜仁の精神をどう生かすかということを実践すべく就職をし、結婚をしました。自分自身のリーダーシツ

プという考え方が必要です。褒めるときには褒め、叱るときには叱石、心がけています。正直だけでは相手が傷つくと

いうとともありますので、相手の立場に立って、正直とともに思いやりを持っていくことが大切と思います。古来日本

はどとかの国をモデルとしてそれを目指して参りましたがf今やモデ、jレとする国がなくなってしまづた乙とが問題であ

ると考えていました。昨年インドでの会議の時に、ある方から、日本が世界のモデルとなる選択はないのですか、と質

問されまして非常にショックを受けました。

アンケー卜より

留学生の方とお話ししたり、触れあえた事がとても心に残りました。

静かな時聞には、心が落ち着けば冷静になって考えることが出来ると思いました。（14歳中学生）どんな

場でも誰でもリーダ－』こなれると感じた。（会社員）褒めるとと、つまり他者を認めることが、もっと世の

中に浸透しでも良いのではと思います。（学生）誰かを責めるのではなく、その前に先ず自分が何をしたい

のか、自分の責任を考えるとと。（会社員）



たものの、なかなか手が上がらないクラスが多く、先生たちからは「日本のことを考えさ

せることの大切さに気づかされたJとの芦がたくさんあった。

大学などでは「リーダーシップ」をテー

マにそれぞれの経験をシェアし、自らが問、訪校法，
す介

進むべき道についてディス力ッションを

交わした。短い時間の中でも一人ひとり

と対話することを心がけていた。「“変化

させたいなら、まず自分を変える”とい

う言葉を聞いて、今まで避けてきた問題

と向き合おうと思った。J、「これからど

んな風に生きていきたいか、本当にや

りたいことは何なのかを毎日自分に問い

「t己、毛聞い世話ιII合L、J

A Pチームは国際会議に続いて、 6月初めから 7月の終わりまでの 7週間で 25にわた

る教育機関を訪問し、 2000人余りの生徒や学生らの前でプレゼンテーションを行った。

今年は関東地域だけでなく、初めて関西と九州の学校へも訪問する機会を得たD

企大学の貴重な講義の時間をAPチームの為に割いて
いただきました。そのことかけ、

に自信を持って

取り組んでいき

小田原訪問

小田原市教育委員会からの要請に応え 10日間で、市内の小学校 13校を回った。特別支援

学級や不登校の生徒たちが集まるフリースクールでは、感情を表現することが苦手な子ど

A Pチームと触れ合うと顔も上げられなかった子どもたちまでもが目を輝かせ

チームの勇気に

学生ら

企桐蔭横浜大学キャンパス内にて

ご案内〉

たいと考えまし

た。Jと学生ら

がレクチャーを

振り返った。文

化や言葉が違っ

ても、同じ人間

として素直に、

正直に語る Ap 

感動し、

は心を開いてく

〈λ会の

れていた。

当協会は皆様からの会費及び寄付金により運営されています。お寄せ頂いた浄財により

内外の未来を担う青年たちの育成に寄与することを希求しております。ぜひご入会頂き、

ICの活動にご参加・ご支援下さいますようお願

い致します。

O正会員（議決権を行使できます）

個人会員年額 6,000円

法人会員年額 50,000円

。賛助会員

個人会員 3,000円以上

法人会員 50,000円（一口）以上

もたちも、

て大声で、笑ったので、先生は「こんなに大声を出して笑う姿を初めて見ましたJと驚いて

いた。

るきっかけになったの

． ても大きいことで

した。

ベトナムのタムさんはいつも元気いっぱいでチームをいつも活気づけてくれます。彼女の面

白い冗談で周りの人はエネルギーをもらいました。子供の中に入り込んで遊ぶ彼女は学校の

子供たちに一番人気ものでした。

インドのぺノさんは自律していて、チームの中でどっちにも片寄らず何でも受け入れてくれ

る人。そのためチームの皆が良く相談をしに行きました。インドでもナガランドというアジ

アに近い地方から来た彼女は日本人により近く、インドの広さや民族や言葉の違いなど多く

のことを教えてくれました。

韓国のジースンさんは多彩な経験をチームに教えてくれました。特にAPチームのチームワー

ク作りの中心となってみんなをリードしてくれました。歌やスキッ卜にも大活躍でした。

私、ヒジンは、日本語が話せる韓国人として、 APチームと、日本のチームをつなぐ役割を

紹のt
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・・岡田－－ 『 弔 守 ？ 句f -J可、

_.APチームの4人組。左からジースンさん、タムさん、 ペノさん、
ヒジンさん

｜＼ 

インド国際センター

で研修を受けたインド、

べ卜ナム、韓国の青年

たちで構成された AP

チームは日本各地を廻

り、正直に心を開いて

自分のストーリーを話

しました。〈どのように

生きて行くべきか〉〈ど

のようにチェンジした

か〉を聞いているうち

に皆各々人生を振り返

企ICハウス （東京都世田谷区）

2.みずほ銀行渋谷中央支店普通預金
口座番号ハ62-4945790
口座名／社団法人国際｜仁日本協会

会費・寄付金の振込先

1. ゅうちょ銀行 0－九店当座預金
口座番号／019-0038289

口座名／シャダンホウゲン コクサイ7イシーニホンキョウカイ

＠間自信鹿本号は今までのICニュースに代えて、新しい試み

として”ICたより”をお届け致します。本機関誌に関してご意見等がござ

いましたら、（社）国際IC日本協会までお寄せ下さいますようお願い申し

上げます。

編集企画委員：高橋久子、長野清志、岡本さくら、弓場陸、チェ・ヒジン、

海老原真美

企ニュージーランド先住民のウェルカムソング”ホキマイ”を歌い踊るAPチームに男入る小学生（杉
並区沓掛小にて〉

企子供たちと一緒に給食をいただきました

の教育を行った。

ある小学校の先生からは「人を指差すと 3本は自分の方

ヘ向く”ということばと歌に内心ドキッとさせられた」、「生

徒を 45分間飽きさせないことに驚いたJなどのコメント

が寄せられた。また、 APチームの「日本人として誇りに

思うことは何ですかJという問いかけに、ある小学生から

は「この 60数年間、戦争をしていないJという答えも出

理解Jの導入部

とし、歌や寸

劇を加え、「静

かな時間J

して自分の心

の声を聴く体

験を行い、心

に浮かんだこ

とを発表する心

果たすと共に、学校の子供た

ちにも母国語と外国語の勉強

が大切であることを伝えまし

た。

文章：チエ・ヒジン
各地の小学校では出身国の民族衣装や文化の紹介を「国際

と

＜神戸ミ二 HOHO> 
7月 19～ 20日有馬温泉

参加者 30名

第 2回神戸ミ二 HOHO、その中

には「この頃大変なことがいっ

ぱいあったので、私の気持ち
企神戸ミ二 HOHO参加者全員での記念撮影

を癒すために来たJという人もいました。そして今回は APチームが静かな時間がなぜ必要

とされるか、どのように過せばいいかを伝え、一緒に体験をした時、参加者の皆さんが驚

く程深くまで考えてそれを正直に皆の前で話してくれました。「今まで自分は意昧のない人

生を生きて来た。今日 APチームの話を聞いて意昧のある人生について考えてみたJr私はい

つも回りに嫌われたくなく、自分の本当の姿を見せなかった。でも正直に自分の本当の姿を

見せることが自分のままでいられるために、とても大切なことだと感じたJなどの声が寄せ

られ、「今回は APチームが歌を歌ってくれてプログラムに隙聞がなくずっと集中できたJと

APチームとの再会を願いながらの閉会となりました。


